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pHと酸度について
我々の′lif,rfに岬 -,て水が77.1_要 な郭はい うまでもない

串である.従 -,て水が7迂離 して,i_ずる水素 イオ' (H+

)と水酸 イオン (OH~)もあらゆる間越 に関係 を有す

るのである｡水素 イオンによって酸性 となり､水酸 イ

オンによ-,てアルカリ性 を'flする串は周2-日の串である｡

その椴性､アルが ノ性の度合を表 わすのに､ pHと酸

度が便HJされている.今blは pHと酸度 について簡単

に説明 して見たいと思 う｡

pHとは

水の分子式はH20であ りその分子立は18(H=1

0-16として)であるから純水 IB中の瓦分子数は約55

.5である｡此処 で純水 とは純粋の水の事でH90の外は

何も含んでいか ､水 をさしている｡我 々が日常使用 し

ている水は色 々の不純物 を含有 しているのである｡

前述のように純水 12は約55.5瓦分子 のH,0から出

来ている｡之 を約55.5モル (1モルとい うのは IPの

液の中に 1瓦分子の物Tfがとりている濃度 をいう)の

H'0液 と呼ぶ事が出来 よう｡H,0は水の分子式 で､分

子の形の水 をさしてし､るが､その一部 は次式のように

こっに分れている. (奄離 しているとし､う)

H20-日十+oH-

(5)

即 ち水素 イオンと水酸 イオンに分れているのである｡

併 Lその二つの イオ ンに分れている丑は非常 に少 く､

55.5モルの うちlFYf.かに10~7モル-1/10,000,000モル即

ち 1千万分の 1モル しかH十及OH~に分れていか ､の

である｡今H+とO‖-のモル濃度 を夫 々 〔H+〕､

〔oH~〕 で表 わすと 〔H+〕-灯 7モル､ 〔OH~〕 -H｢7

モルとい う執 二なるo又 〔H+〕 と 〔OH-〕 との

間には次の関係 がある事になっている｡

〔H+〕 〔O‖-〕-10-14 (1)

即 ち､水素 イオン濃度 と水酸 イオン濃度 との税 は一定 で

10ー14 であるとい う事である｡是 は水素 イオンと水酸

イオンとの間の重要 な関係式 である｡此事から或溶液

に酸 を加 えるとH十 が増加 し､OH-が減少するし又7

ルが ノ液 を加 えるとOH~が増加 してH十が減少するが､

その濃度 の軌 よ不変で10-14 とい うのである｡之 を知

る為 に､ 0.1M (Mはモルの事)のHCl(塩酸 )液 に

ついて考 えて見 よう｡HClは強酸 で次式 の如 く確離す

るものと考 えられ るo

HCl-H+ +Cl

濃度 は 0.1Mであるから 〔H+〕 -10~ lM (1)式

から 〔H+)〔OH~〕-10-14 であるから 〔OH~〕-10~13

Mとなる｡同様 に して､ 0.1Mの苛性 ソーダ



(NaOH)液のOIrの濃度は 0.1M (又は10~lM)で､

〔H+〕は10~13 MとなるO

上の事から分るよ うに根件 ､-J'ルカリ作のどんな液

(:もH'が/i/I_Lその.I:壬Jtl川jt,LH'〕は1()-】一以 F

から､looM即ちlM以 LにJiふJE-:':I;,'HLlム汎なひろが

りを一字一,ているi如 ;'分る｡此様 な糾rLでは小便 なので､

ゼー レンゼ ン氏 は 〔H十〕の逆数の対数 をJTkり､之 を

p日 と名付 けて､それで酸､アルカリの度 合を表わす

小としたのである｡即ち

pH- Io痘 ｢ )og〔H←ト - (2)

(･ノiJ'される lLjJ様 に して水根 イオンの濃度 〔0ト｢〕

緑 0日-L'.I'-11'1車がLIl.来 るが､ 〔H十〕 が,,yJtは (1)

式 かし,〔Olr〕も詑HJ.出来 るので､I.1(,I.辿 pHがTが_日は

ハ (いる(r)でj'る,即 t,pH7が小作､ pH7以 卜が

附 ′l･...pH7111日 :がアルカリ性 とい -)■1日二,なるし')でI,

/J

jltt_141'TJを助 tTる紬 二次 に2､3計則 り書出を解 いて見 よ

う′.

(問題 1)().()2M塩酸の pHを求めよ｡

(節) 川 -〕-0.O2M-2×10~J M

ptl-- Iog〔H'〕 -- logL logl()--I

-21 10g2 (togZを対数表からJKめる

と約0.30となる)

-2-0.30

-1.70

(問題2) 0.2%のNaOHの pHを求 めよ｡

(節)NaOHの分子丑は40(Na 23､()-16､日=

1として)である｡従 -,て 0.2%NaOHをモル

濃度 に直すと
1()川1Y2/10()(I

10
-0.05Mとなる

従 って pH-14- (- logo.05)

-14- ト log音 )

-14- (- Jog5-PoglO~∠)

=14- (2- log5) 】og5を対数炎よ

り求めると的 ∩.7

-141 (2- 0.7)

=14- I.3-12.7

ここで比窮は1.000日と仮定 したが､′k:際関越 として此

様 な稀薄 な液ではそれでさしつかえか .のである｡

同様 に して10Mの塩酸のpllは- loglO -1とい

う執 二なるO之は1OMの様 な掛 /･な塩他でも乍[!rSr.屯離

するとの仮'Jji-(:､LlJ,ている｡I'r･｢申 I･.(T/Jと1.1(.;-Q化･';:･･薬

tl"'-と して市版 されている膿JLi椴は35- 6%で､比屯が

1･19('分子 tit36･5)であるから､約12Mと据えてよい｡

(問題3) 12 の純水に17nPの 0.1MのJii椴 をhLJえ

た ら pHはい くら に なるか｡

(角等) ().1Mの塩酸 17nPを液 12 tl_加 えた時の濃度は

o･lMX一読 ｢-一一品 -M-ホ M

となる｡故にpH一一 log

～h ～



-- )oglO-I - 4

以 ヒは主として純水と強酸又は強塩基 との水溶液の

pHについてのべた｡即ち強酸､強塩基の水溶液 (特

に綿滞な時)は完全に電離 してH十 とOH-になるの

である｡此様なものを強電解質といっている｡之に反

し弱椴 (例 えば附酸)､弱塩基 (例 えばアンモニア)

は弱電解質と称し､その極 1部が裾解 してH←又は

OH-となっているに過 ぎか ､｡例 えば酪酸 (HACで

表hす)は電解 して

HAC -AC~十日十

となるが､その電解する割合は約 1.3%で残 りの98%

余りは分子状のHAcの形で残 っているのである｡是に

反しIIClは始ど 100%電解 してH+とC1-になるので

ある｡そのねHC】とHAcが何れも同 じモル濃度であっ

っても 〔H+〕は異 り､従 って pHが異 るのである｡

例えば0.05Mの酷軌 まpHが約 3.0であるのL:対 し､

0.05M塩酸の pHは約 1.3となるのである｡こ､で pH

1.3と pH 3.0との差異について中上よう｡そもそも

pHはモル濃度の逆数の対数 を取 っているのであるか

ら､その取扱について2つの事に留意 しなければなら

ないのである｡即ち数値が減少する事によって 〔H+〕

は増すという事と､数値 Iの増減はその濃度が10倍又

はiL=なる事を意味するという事であるo従ってpH-3は

pHl･3の菩 ≒ 2･3倍 になる串ではなく又その2･3分の

1になる事でもか ､のである｡上の事からpH 1.3の

方が 3.0よりもH十 の濃度が大きい串は分ったと思 う

が､何倍位になるかとし､うとpH3は 〔H十〕-10~3

Mであ りpH 1.3 は 〔H+〕- 10-1･3M - 10 7×-2M

-5×10-2 M(100･7は対数表がら約 5とういう事

が分る)となるからpll 1.3の 〔H十〕はpH 3.0

の 〔H+〕の霊 室 50倍となるのであるo即ち｡H

1.3と pH 3.0では数値の差1 よ lIri-.か 1.7であるが､

その水素イオン濃度は50倍 もあるという事が分るの

である｡

間伐 はなぜ必要 か

- イサ した林 をその ま 放ゝ ってお きます と､

木 に優劣 がで きて､劣 った もの は優 れた もの

に負 け､枯 れは じめ ます｡叉木 の数 が多 い と

1本 1本 につ いてい ろ葉 のiiは少 な くな り木

の太 りが感 くな ります｡ そこでせ っか く植 え

た木 を枯 らしては もった い ない し､ また 1本

1本 につ いてい ろ葉 の崖 を多 くして､木 の入

りをよ くしてや るため に行 うの が間伐 で す｡

間伐 で木 を倒 す と- クター ル当 りの盛 のiJ主は

倒 された木 の虫 だ(1減 りま 4-が ､極端 なl''jJ伐

を しない限 り､林 はす ぐに ま′･- イサ した盛

の畳 もまた もとの二星に もど りま ro そ してRE'lJ

伐 で木 の数 が減 ります か ら､lト Llりし7,姫の

量 は多 くな り､木 の太 りが よ く ljろJ'11ぐT

また間伐 によ って収穫 があが り､)I.i休 ､-上 る

投資 を早 い時期 に回収 す るこ とに もな り､経

済 的 に も有利 だ とい うわけです｡

きよ うの林 業 あすの林 業 よ り

(7)


